
子育て支援センターだより子育て支援センターだより

２月の主な活動
【南条子育て支援センター】

３日（木） ほのぼの親子教室「個人相談」

 主　催 丹南健康福祉センター

 時　間 午前 10時～午前 11時 30分

 場　所 南条子育て支援センター

 定　員 先着３組（要予約）

 ＊１組 30分程度、個別で行います。

17日（木） 絵本の読み聞かせ

 時　間 午前 11時 30分～午前 11時 45分

 場　所 南条子育て支援センター

 講　師 南条図書館司書　奈良　恵理子 氏

お父さん出番ですヨ！子育てパパ支援

19日（土）  自己肯定の育み方・母性父性の

  役割について

 時　間 午前 10時 30分～午前 11時 30分

 場　所 南条子育て支援センター

 講　師 波多野　翼 氏

 定　員 先着６組（要予約）

【今庄子育て支援センター　わかば】

17日（木） ママフィット

 時　間 午前 10 時 30 分～午前 11時 30分

 場　所 今庄子育て支援センター　わかば

 講　師 角正　佳己 氏

 定　員 先着５組（要予約）

 ＊水分補給用の飲み物をお持ちください。

 ＊動きやすい格好でお越しください。

【河野子育て支援センター】

2日（水） 豆まきごっこ

 時　間 午前 10時 30分～午前 11時

 場　所 河野子育て支援センター

■問合せ　南条子育て支援センター　　　　℡ 0778－47－2411
　　　　　今庄子育て支援センターわかば　☎ 0778－45－0788
　　　　　河野子育て支援センター　　　　☎ 0778－48－2321

消防署からのお知らせ
Information from Fire Department

寒い季節こそ火災に注意！
暖房器具を正しく安全に使いましょう！！

　まだまだ寒い日が続いており、日々の生活での暖房器具の使用が欠かせません。
　しかし、１月をピークに 12月から３月までは暖房器具による火災が多く発生しています。
　暖房器具から火災が発生する場合の多くは使用者の「誤使用・不注意」が原因です。
　使用する場合は、以下の内容を遵守し火災予防に努めましょう。

・ストーブの上に衣類等を干さない。
・カーテンや布団など燃えやすいもののそばに置かない。
・石油ストーブにガソリンを間違って給油しないよう注意する。
・燃料補給は火を消してから行う。
・石油ストーブの近くでスプレー缶の使用やガス抜きをしない。
・就寝時や外出時は、必ず消し完全に消えたことを確認する。

ストーブ火災を防ぐポイント

・電気こたつの中で衣類等を乾かさない。
・座椅子や座布団、上掛けなどが電気こたつ内のヒーターユニットカバーに
　近接しないよう気を付ける。
・電気こたつの電源コードをこたつの下敷きになった状態で使用しない。
・電気こたつの電源コードを折り曲げたり、ねじったりしない。

電気こたつ火災を防ぐポイント

■問合せ　南越消防組合南消防署　℡ 0778－45－0119
　　　　　　　　　　　河野分署　℡ 0778－48－3119

こどもの「しつけ」
　「○○しないと鬼が来るよ」は初めの段

階では即効性があり、子どもがすぐに言う

事を聞くので、その効果を信じてしまいた

くなりますが、「鬼が来るよ」は『デメリッ

ト』を伝えるしつけ。「○○しないと、痛

い目にあうぞ」はできなかった時のネガ

ティブを伝えることで、子どもをやる気に

させるやり方ですが、「鬼」が怖くて寝付

けなくなったり、一人でトイレに行けなく

なったりと逆にできないことが増えてしま

い有効な手段とは言えません。おすすめは

その真逆。『メリット』を伝えるしつけです。

「できなかったから○○だよ」という否定

文ではなく、「できたら○○だよ」の肯定

文で伝えてみてください。

　「鬼が来るよ」に慣れているとインパク

トに欠けるかもしれませんが、しつけはイ

ンパクトで勝負するものではありません。

後々まで引きずってしまう心の影響も踏ま

え、少し遠回りに見える「メリットを伝え

る」方法の方が実はずっと近道なのです。

住宅用火災警報器を点検しましょう！
住宅用火災警報器は、命を守る大切な機器です。「いざ」というときにきちんと
作動するように日頃からお手入れや点検をしましょう。 

作動確認方法 ボタンを押す、またはひもがついているタイプはひもを引いて作動確認を行います。


